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右と左の考古学 

まほろん館長 石川 日出志 

 

【導入】 前回の「石庖丁の考古学」終了後に，受講された方から伺った＜右利き＞のお話がとて

も面白かったことから，今回は「右と左の考古学」を取り上げました。行為時の左／右について

はヒトや類人猿など様々な研究がありますが，ヒトは誕生後に利き手の左右が明確化し，左利き

が右に変更されたり，逆にスポーツ選手のように左利きが有利と見られたりする場合もあります。 

  考古資料を見ると，すでに縄文時代に磨製石斧を右手で研磨する事例が確認でき，中国では青

銅器時代初期に右利き用の儀礼用の酒器が現れるなど，右利きを指向するのはそもそもなのでは

なく，後発のことのようです。 

  本日は，古代の土器をじかに観察して，その土器をつくる際のロクロ回転が左／右（上から見

て時計回りを右とします）どちらなのかを判別して頂きます。また，縄文・弥生時代の土器に施

された縄文を観察すると，撚りの方向が分かります。その撚りの方向を追跡すると当時の人びと

の文化動向を知ることができる場合があることを紹介します。 

 

１． 利き手を考える 【１】 

＊八田武志 2008『左対右 きき手大研究』科学同人 

（１）ヒトと霊長類の利き手 

  ①．Ａ.幼児の利き手の発達過程： ゼロ歳児で次第に利き手が明確となる． 

    Ｂ.利き手変更歴と年齢の関係： 高齢者に多い利き手の変更歴． 

    Ｃ.プロ・テニスプレイヤーの利き手： 対戦系のスポーツでは左利きが注目される． 

    Ｄ.霊長類の利き手： 左／右どちらかに極端に偏るわけではない． 

  ②．前回取り上げた石庖丁： 右利き用に製作・紐づけされ，稲穂を摘むのに用いられた． 

  → 利き手や，ある行為に使う手の左右は，ヒトの文化・社会や歴史と関係がありそうだ． 

（２）身の回りにある右手用の器具： 現代では左手用も普及． 

 ①．利器： 庖丁・ハサミ・押切りなど → 刃付けの向き 

  ②．食器： 急須 → 注ぎ口に対する持ち手の位置 

  ③．道具： ゼンマイ（オルゴールなど），ネジ釘，ハンドル式ドアノブ，瓶や缶のネジキャ

ップ → 回して使う 

  ④．左右の区別がないもの： 箸・スプーン・ナイフ，斧・金づち・錐・カンナ（鉋） 

→ 左右対称に作られているか，交互に左右に動かす道具 

２．考古資料にみる右手使用  

（１）縄文時代の磨製石斧の研磨 【２】 

    ①．磨製石斧の製作過程： 礫 → 打ち欠き → 敲打 → 研磨  

  ②．表裏面中央の研磨方向は右下がりが多数を占める． 

→ 研磨の動作を考えると，右手で研磨したと分かる． 

＊阿部朝衛 1987「磨製石斧生産の様相」『史跡寺地遺跡』青海町教委，pp.353-372 

 （参考）旧石器時代の磨製石斧の研磨法は持ち手が確認できない  【参考】 
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（２）中国の青銅器時代初め 【３】 

  ①．新石器時代からある把手付片口土器が，青銅器時代初め（二里頭文化期）になって，右

手専用の儀礼用青銅器（爵）が現れる． 

   ＊岡村秀典 2008『中国文明 農業と礼制の考古学』京都大学出版会 

  ②．東北部（遼寧省）でも土器の爵が登場するのは，二里頭文化の影響と考えられる． 

   → 爵の持ち方などの儀礼作法が生まれ，周辺地域に広まったことが追跡できる． 

３．日本列島の土器づくりの中の「右」 

（１）古代のロクロ利用土器・杯（つき） 【４】 

  ①．ロクロ回転を利用して形をつくり出し，糸を用いてロクロ上の粘土塊から切り離す． 

  ②．土器面のロクロ目と糸切り痕からロクロの回転方向が分かる． 

  ③．蹴りロクロは近世からで，それ以前は手回しロクロ． 

    ＊木立雅朗 2017「回転を利用した成形―ロクロと回転運動―」『モノと技術の古代史―

陶芸編―』吉川弘文館，pp.245-270 

（２）縄文・弥生土器の縄文 【５】 

  ①．縄文・弥生土器の縄文のほとんどは，専用に作られた撚り紐（縄文原体）を土器面に押

しあてて回転して施したもの． 

  ②．撚り紐を見分ける： 撚りの方向と撚り合わせ．2 回撚り合わせて初めて縄文の粒（節）

が土器面に現れる． 撚りの左右と撚り合わせとその名称． 

    ０段： 植物繊維を「こより」状に撚った状態．この状態の繊維は紐になりえないので

０段とする（これを撚り合わせると紐として自立し得るので１段とする）． 

      r＝０段右撚り（「こより」を上／下から見て，撚りが手前から先方に時計回りに進

むもの） 

       ℓ＝０段左撚り（「こより」の撚りが手前から先方に逆時計回りに進むもの） 

    １段： 「こより」２本をより合わせて「撚り紐」としたもの．通常の縄の状態に相当．

L（１段左撚り）とＲ（１段右撚り）． 

    ２段： ＬＲ（２段左撚り）とＲＬ（２段右撚り）と，それを回転施文した際の縄文の現

れ方． 

  ③．福島県域の縄文時代中期～弥生時代中期土器の縄文 【６】 

   ・縄文時代中期土器： 天栄村桑名邸遺跡例＝ＬＲ縄文を縦に回転施文（条は右下り）． 

   ・弥生時代中期初め： 石川町鳥内遺跡例＝ＬＲ縄文を，口縁部・胴上部は横に回転施文

（条は左下がり），胴下部は斜め回転施文（条は横に近い）． 

  ④．弥生時代後期・天王山式土器になると突如ＲＬ縄文が現れる  【６】 

   ・縄文時代中期以来の縄文原体とは逆方向の撚り方＝数千年の伝統とは異なる！ 

   ・東北北部では，縄文時代からＲＬ縄文や，それを斜め回転施文して条を縦（や横）にす

る手法がみられる． 

    ＊天王山式土器のＲＬ縄文の採用と，条の縦走・横走は青森県～北海道方面の手法が，東

北地方南部にまで波及したもの． 

以上 



４
１
■
■

1

□ 7ヵ月齢
鰊 1lヵ月齢

左きき

右きき 両手きき

利き手群

乳幼児のきき手の発達

%

10

0

29歳以下 30‐44歳 45‐59歳 60‐ 74歳 75‐89歳 90歳以上

「

≧     きき手変更歴あり
L′   きき手変更歴と年齢との関係

Marun,et al.,2∞ 2を参考に作成。

%

16

14

12

10

8
き
き
手
指
数

-1

A

[コ 左きき
粽右きき

年間トップ 週間トップ Grmd Sram Gratt Sram

10位       チャンピオンファイナリスト
年間トップ 週間トップ Grand SFtt Grand Sram

10'位          チャンピオンファイナリスト

□
轟

左きき

右きき

%

70

10

0

ハ

ヽノ
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ATP(左 )と WTA(右 )におけるランキングタイプ別の選手の きき手
Hdtzen,2000を 参考に作成。

霊長類のきき手研究

D 種 右手偏好

キツネザル

新世界ザル リーチ+行為

(Rothe,1973)

テス ト装置での食物へのリーチング

(Deuel and Dul嘔 op,1980)

弁別課題でのリーチング (後期 )

旧世界ザル

多肢状況での操作

(ヽ17arren,1977)

徴妙な指でのつまみ

(Prellowski,1979)

類人猿

胸たたきの「,日 始手 (ゴ リラ)

(Schaller,1963)

リーチング、他 (ゴ リラ)

et 1982)

MacNellaF,et al,1987を 参考に作成。

左手偏好

食物へのリーチング

(SanfOrd,et al.,1984;

Subranunlam,1957)

食物へのリーチング

(Box,1977)

野生での食物へのリーチング

(日 本研究)

弁別課題でのリーチング (初期 )

各種状況での食物へのリーチング

(BeCk al■ d Bartol■,1972)

顔面へのタッチ

(Dimond and Harries,1984)

人と霊長類の利き手 (人 田武志 2008『左対右 きき手大研究』科学同人より引用)
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図13寺 二塁頭文化の鋼爵 (上 )、 二里岡文化の銅爵と現代の念須 ■ボット

「夏」玉朝 (二里頭文化期 :BC1750-1520頃)に現れた右手用の器
(岡村秀典 2008『 中国文明 農業と礼制の考古学』京都大学出版会)

~.              2

咀 _____lo歴米

新石器時代の

把手付片口土器

(山東省呈子遺跡 :

『考古学報』1980-2)
1 0___二

5厘米

(『大句子』1996)

(下 )。

ヽ

、

＝

ノ

2

遼寧省に波及した右手用の爵 (土器)

●

■

．．
　

　

‥
■ ■

・



4

翁 ミ午
デ

善お申 響 私 註 式ハ予耐 _`マー ← T
B)l3 b

B41ヽ oⅢ

た,ュ Qoぃ

ムe3、さ凛

R亀主

し'壌

tふ・・●0/

D/,tfr,lc*
l*l\ a.or*
F{ :,4o^

ミ鶴働けサ,た´
,tr締,t

↓

自柱ゃ¬ 9

-r壺聾翁電塁塁_

たこう

/′ Uo"f- 6<r-aC.Ttr

ft28 E

戯ヽキゝヰいり,雫彗・i〉ハ建″/

|

ツ

Rお■:歌キL口,サ多く、股ぬに
)‰じb.4

じ油:)｀t硫驚ふt
"しり`すゾ

鑢 ヽ
｀
轟 All駆越‐ ・…

ロクロが右回転のために,土器外面のロクロロが右上がり,内面は左上りとなる

′

く

「
回転糸切 り痕も回クロの回転方向を示す

*土器の底面なので,実際のロクロは逆回転であることに注意

二ヽ“〈“
ヽ

′

や
、
．
・
　

ヽ

ヽ

１
．

回クロ回転を用いた土器の実測図と底面拓本

′毛
′1ヽ



P

Э
（Ｎ
∞
０
［
『
【
櫓
興
眠
韓
』）

（ｓ
『
黛
瓢
撚
継
ミ
時
）

申
£
佃
ひ
棒
封
Ｅ
択
ｅ
３
檬

¨
（堆
曖
メ
暉
）
轟
い
軽
卜
颯
や
メ
翠
里
率
＝

〓
Ｔ
２
【
．ａ

＾
∞

『
怪
Ｋ
業
引
メ
螺
』

「
肛
く
涎
メ
螺
メ
禦
」
】〓
【　
斌
　
Щ
選

・

０
朴
細
や
駅
ポ

『
騒
翼
Ｏ
騰
引
駅
ポ
Ｋ
田
』

ｏ
』
〓

欧
埋
超
■

・

∧
縫
メ
撫
総
く
醐
∨

冊欄

尽

Ⅸ

像
ヽ
£
罫
Ｏ
振

。
熙

Ｎ
Ｅ
楡
暮
回
ｅ
量
砥

義
華

↑
―
―
に
コ

ー

ψ
（置
０
一
『
緊
Щ
颯
駆
』
）

（
ぐ
恭
ｏ
ｓ
⌒・
て
鮮
く
ぺ

）

（長
）　
　
　
　
　
　
　
（ｂｂ

Ｊ

に
コ
↑
―

餞

―

コ

α

↑
―

M

―軍… 【

に 」 」 α

（
Ｒ
）

α
コ
区
↑
ｌ
μ
ｌ
ｌ
に
コ

メ
彎

べ暉

橡
熙
Ｎ
怪
燿

ｅ
量
Щ
メ
螺

ヘ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ｌ

ｖ

鱚
絲

′

ｌ

ψ

膵

コ
％
　
　
輩
コ
　

濃ヽ
一

コ
こ

↓

饗
輩
冬

ミゝ

,米メンバレホ

鼈攀りひ

繊
―

Ｌ
Ｊ
ｙ

コ
コ

↑
―

２

）

人
―

‐
四
―

ゝ

Ｒ
ヽ
型

Ｏ
や
０

０
本

α一コ
∝
こ

―^
―

こ
へ
斜
勉

“
コ

（
Ｓ

（
墨

）

率
卦

（
―
―
―
―
―
―
ｌ
ψ

↑
円

|

(

〇暉…Cス
い
ヽ
Ｒ

Ｎ
い
黎
神 gＲ

ミ
Ｃ
黙
Ｏ
最

・
熙
ヽ

量
隠

ピ
」

α
」

`ン

4ε
付
く
冬
３
妥

（じ
ゝ
　
　
　
　
　
（長
）
〓

欄
劇
「
刷
Щ
‐ｕ
側Ｈ
＝
剛
淵

菰

彰傷|は鸞Fラ

↓①た2

応

了I写
〕■=‐

ズ/・3=2t‐

響
L#蘭 ■

~■~~   ‐」  ~~|
_」 ∩こ

α

↑
―
―

運

朧

聖

ネ″／」
■
０

郎
Ｋ
Ｋ
Ｏ
ｔ
興
メ
製

4_二眩
t

｀
  _!

裂
へ
―
ｌ
ｙ
コ
ー

↓

Λ
Ｉ
Ｉ
ご
ョ
ー

ψ

ヾ

ヽ

鼈勿を多」κ ttSヽ絲

S

L____



6

｀｀
＼

＼

＼
＼

＼ヽ、/

＼

＼
′

＼/

」

ノ_ _
/

10cm 381坑 5(底 雨 )

l_-r#(rts)
縄文時代中期中頃 :LR縦回転施文

(天栄村桑名邸遺跡 :福島県教委 1990)

弥生時代後期前半 :RL斜 回転施文

(頸部・胴下部 =条縦走,胴上部=条横走 )

(白河市天王山遺跡 :自河市 2021掲載図石川 トレース)

LR横 (口・胴上部 )・ 斜 (同下部)回転施支

(石川町鳥内遺跡 :石川町教委 1998)
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天王山式土器の RL縄文は北方に由来
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突然縄文の撚 り方向が変る事例
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旧石器時代における磨製石斧の研磨法

(長野県日向林B遺跡 :長野県埋文セ48,2000年 )
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